
～
中
学
生
が
熱
演
～

～
中
学
生
が
熱
演
～

　
10
月
17
日
、
鶴
居
中
学
校
で
学
校
祭
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

　
10
月
17
日
、
鶴
居
中
学
校
で
学
校
祭
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
来
校
し
ま
し
た
。
中
で
も
生
徒
が
練

保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
来
校
し
ま
し
た
。
中
で
も
生
徒
が
練

習
を
重
ね
た
演
劇
で
は
、
そ
の
熱
演
ぶ
り
が
目
を

習
を
重
ね
た
演
劇
で
は
、
そ
の
熱
演
ぶ
り
が
目
を
引
き
ま
し
た
。

引
き
ま
し
た
。



一般会計
　一般行政経費や保健
福祉、道路整備、教育
費などの予算が計上さ
れている会計で費目ご
とに区分されています。

平成21年11月号　２

予算総額
39億9,391万2千円

予
算
執
行
状
況

平成21年度
上　半　期

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
村
の
財
政
状

況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

毎
年
、
年
度
途
中
に
予
算
の
執
行

状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、上
半
期
（
九
月
末
）

ま
で
の
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

村
の
財
政
運
営
は
、
そ
の
年
の

予
算
を
基
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
税
金
や
国
か
ら
分
配

さ
れ
る
地
方
交
付
税
、
ま
た
、
国
や

道
か
ら
の
補
助
金
等
の
収
入
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
は
、
三
十
三
億
八

千
四
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

上
半
期
の
補
正
予
算
額
六
億
九
百
九

十
一
万
二
千
円
を
合
わ
せ
る
と
、
三

十
九
億
九
千
三
百
九
十
一
万
二
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

九
月
末
現
在
に
お
け
る
予
算
総
額

の
う
ち
、
歳
入
は
、
四
五
・
八
％
が

収
入
済
み
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

歳
出
は
、
三
一
・
七
％
を
支
出
し
て

い
る
状
況
で
す
。

●
議
場
音
響
設
備
改
修
工
事

●
上
幌
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
地
下

熟
成
庫
冷
却
設
備
工
事

●
営
農
用
水
量
水
器
取
替
工
事　
　

●
新
幌
呂
営
農
用
水
施
設
取
水
ポ
ン
プ
取

替
工
事

●
運
動
広
場
遊
具
等
改
修
工
事

●
中
雪
裡
下
久
著
呂
線
舗
装
補
修
工
事

●
支
雪
裡
原
野
線
舗
装
補
修
工
事

●
幌
呂
団
地
公
園
ト
イ
レ
新
築
工
事

●
幌
呂
団
地
外
構
整
備
工
事

●
公
営
住
宅
物
置
改
修
工
事

●
村
営
野
球
場
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
等
塗

装
工
事

投
資
的
経
費
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
主
な
終
了
事
業

外書きは収入済額、（　）内は予算現額

外書きは支出済額、（　）内は予算現額

款 予算現額 収入済額 款 予算現額 収入済額
地 方 譲 与 税 104,000 32,070 分担金及び負担金 19,560 10
利 子 割 交 付 金 1,600 506 国 庫 支 出 金 253,969 5,590
配 当 割 交 付 金 250 95 道 支 出 金 500,947 19,665
株式等譲渡所得割交付金 70 0 財 産 収 入 59,242 28,227
地 方 消 費 税 交 付 金 29,000 18,142 寄 附 金 1,000 1,224
ゴルフ場利用税交付金 21,000 5,472 繰 入 金 91,858 57,308
自 動車取得税交付金 17,000 7,882 繰 越 金 57,311 57,311
地 方 特 例 交 付 金 2,700 5,853 村 債 371,635 0
交通安全対策特別交付金 1,000 598 計 1,532,142 239,953

(単位：千円）●収入「その他」の内訳

●支出「その他」の内訳 (単位：千円）
款 予算現額 支出済額

議 会 費 45,131 21,724
消 防 費 161,014 80,803
災 害 復 旧 費 11,005 0
給 与 費 504,000 240,723
公 債 費 596,700 297,895
予 備 費 4,200 0

計 1,322,050 641,145

収入済額 18億3,021万円

支出済額 12億6,552万4千円

その他
　239,953 千円
(1,532,142 千円）

地方交付税
　1,341,288 千円
 (1,824,620 千円）

村税
　180,279 千円
 (319,338 千円）

諸収入
  25,929 千円
 (232,971 千円）

使用料及び手数料
  42,761 千円
 (84,841 千円）

総務費
  95,877千円
 (558,463千円） 民生費

  155,384千円
 (303,576千円）

衛生費
  89,759千円
 (185,129千円）

農林産業費
  71,347千円
 (874,029千円）

商工費
  33,635千円
 (92,314千円）

土木費
  77,271千円
 (395,794千円）

その他
  641,145千円
 (1,322,050千円）

教育費
  101,106千円
 (262,557千円）



特別会計
　特別会計は、特別な
事業を行う場合に特定
の収入をもって一般会
計とは区別して経理運
営される会計のことで
す。

３　平成21年11月号

　

本
村
の
特
定
な
事
業
を
行
う
た

め
の
特
別
会
計
は
、

●
水
道
特
別
会
計

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
診
療
所
特
別
会
計

●
老
人
保
健
特
別
会
計

●
介
護
保
険
特
別
会
計

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

の
七
会
計
か
ら
な
っ
て
お
り
、
一
般

会
計
予
算
と
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
計
で
予
算
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

七
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
当
初
予

算
計
上
額
は
、
七
億
五
千
四
百
八
十

万
円
で
し
た
が
、
九
月
末
ま
で
の
補

正
予
算
措
置
に
よ
っ
て
、
現
在
、
八

億
二
百
二
十
八
万
八
千
円
の
予
算
規

模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
計
別
の
支
出
状
況
は
、
水
道
特

別
会
計
で
、
二
二
・
四
％
、
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
で
三
九
・

四
％
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で

四
六
・
二
％
、
診
療
所
特
別
会
計
で

五
○
・
一
％
、
老
人
保
健
特
別
会
計

で
○
・
○
％
、
介
護
保
険
特
別
会
計

で
三
八
・
○
％
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
で
三
二
・
二
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●水道会計
予算額 3,520万円
収入 1,611万1千円
支出 788万3千円

●農業集落排水事業会計
予算額 8,380万円
収入 3,675万5千円
支出 3,303万円

●国民健康保険会計
予算額 3億2,695万4千円
収入 1億7,799万9千円
支出 1億5,100万9千円

●診療所会計
予算額 8,298万5千円
収入 5,453万3千円
支出 4,156万1千円

村税の状況

科　目 予算現額 収入済額
村 民 税 121,241 66,132
固 定 資 産 税 168,599 99,819
軽 自 動 車 税 4,786 4,678
村 た ば こ 税 16,320 6,965
入 湯 税 8,392 2,685

計 319,338 180,279

●村税の収入状況 (単位：千円）

●村税の予算状況（村民当たり等）
科　目 村民 1人当たり 世帯当たり

村 民 税 47,157 118,054
固 定 資 産 税 65,577 164,167
軽 自 動 車 税 1,862 4,660
村 た ば こ 税 6,348 15,891
入 湯 税 3,264 8,171

計 124,208 310,943

(単位：円）

（注） 人口 :2,571人 /世帯 :1,027世帯（平成21年9
月末現在）で村税の予算現額を割り返した金
額です。

村債（借金）の状況
　村の一般会計、特別会計（農業集落排水
事業）合わせての村債現在高（平成20年
度末）は、51億4,944万2千円です。
　今年度の償還は、元金･利息合わせて6億
4,063万6千円を償還する予定となっています。

●平成21年度　村予算執行状況公表

●老人保健会計
予算額 558万円
収入 458万円
支出 1千円

●介護保険会計
予算額 2億4,470万5千円
収入 1億2,443万4千円
支出 9,305万4千円

●後期高齢者医療会計
予算額 2,306万4千円
収入 999万6千円
支出 741万8千円



平成21年11月号　４

　

従
来
の
再
建
法
制
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
普
通

会
計
の
赤
字
額
が
標
準
財
政
規
模
（
※
）
の
20
％
を

超
え
る
と
財
政
再
建
団
体
と
な
り
、
特
別
会
計
や
企

業
会
計
に
い
く
ら
累
積
赤
字
が
あ
っ
て
も
財
政
再
建

団
体
と
は
な
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
全
体
の
姿
を
反

映
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
早
期
健
全
化
」

と
「
財
政
再
生
」
の
２
段
階
で
財
政
悪
化
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
と
も
に
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計
も
合
わ

せ
た
連
結
決
算
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
全
体
の
財
政

状
況
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

市町村名 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
釧 路 市 -（11.30） 5.08（16.30） 14.5 211.8
釧 路 町 -（14.82） 16.66（19.82） 18.4 102.3
厚 岸 町 -（15.00） -（20.00） 15.6 183.9
浜 中 町 -（15.00） -（20.00） 20.9 153.4
標 茶 町 -（14.48） -（19.48） 16.2 95.9
弟 子 屈 町 -（15.00） -（20.00） 18.8 180.1
白 糠 町 -（15.00） -（20.00） 18.5 176.5
鶴 居 村 -（15.00） -（20.00） 16.0 -
夕張市（参考） 703.60（15.00） 705.67（20.00） 42.1 1164.0
※ 1　（　）は各市町村の早期健全化基準
※２　実質公債費比率の早期健全化基準は 25％以上、将来負担負担比率の早期健全化基準は 350％以上
※３　「-」は実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率が発生しない。
※４　数値は速報値のため、今後変更することが有り得ます。

■釧路管内各市町村の健全化判断比率（速報値） （単位：％）

財
政
健
全
化
法
と
は
？

　

都
道
府
県
や
市
町
村
の
財
政
を
適
正
に
運
営
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）」
が
平

成
19
年
６
月
に
公
布
さ
れ
、
平
成
20
年
４
月
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
て
の
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
平
成
19
年
度
決
算
か
ら
財
政
健
全
化
に

か
か
る
各
指
標
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
決
算
か
ら
は
、
基
準
を
超
え

る
団
体
は
早
期
健
全
化
計
画
あ
る
い
は
財
政
再
生
計

画
を
作
成
し
、
早
急
に
改
善
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
鶴
居
村
は
、
全
て
の
指
標
で
早

期
健
全
化
基
準
（
※
）
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
等
は
４
つ
の
指
標
、
公
営
企
業
会
計
は

資
金
不
足
比
率
で
判
断
し
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率　

該
当
な
し

　
（
早
期
健
全
化
基
準
15
％
）

　

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、
こ
れ
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
赤
字
の
早
期
解
消
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
平
成
20
年
度
の
鶴
居
村
の
一
般
会
計
等
の

実
質
収
支
は
黒
字
で
あ
り
実
質
赤
字
比
率
は
該
当
し

ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率　

該
当
な
し

　
（
早
期
健
全
化
基
準
20
％
）

　

特
別
会
計
を
含
む
全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、

こ
れ
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
赤
字
の
早
期
解
消
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
度
の
鶴
居
村
は
全

会
計
で
実
質
収
支
は
黒
字
で
あ
り
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率　

16
・
０
％

（
早
期
健
全
化
基
準
25
％
）

　

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
公
債
費
等
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
（
過
去
３
ヶ
年
平
均
）
で
あ
り
、

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に

係
る
元
金
の
償
還
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
０
・
５
％
上
昇
し
ま
し
た
が
、
早
期

健
全
化
基
準
は
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率　

該
当
な
し

  （
早
期
健
全
化
基
準
３
５
０
％
）

　

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負

債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
負
債
が
将
来
、
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高

い
か
ど
う
か
を
示
す
指
標
で
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
場
合
、
将
来
こ
れ
ら
の
負
担
額

を
支
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
財
政
運

営
が
圧
迫
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
鶴
居
村
で
は
、
将
来
の
負
担
額
よ

り
も
、
そ
れ
ら
の
内
、
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る

見
込
み
の
額
や
基
金
（
貯
金
）
の
現
在
高
を
合
わ
せ

た
額
の
方
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
将
来
負
担
比
率
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

⑤
資
金
不
足
比
率　

該
当
な
し　

（
経
営
健
全
化
基
準
20
％
）

　

公
営
企
業
（
鶴
居
村
の
場
合
は
水
道
と
農
業
集

落
排
水
事
業
）
ご
と
の
資
金
不
足
額
（
赤
字
）
の
事

業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、
経
営
健
全
化
基

準
（
※
）
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化

計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
20
年
度

に
お
い
て
は
、
資
金
不
足
を
生
じ
た
会
計
は
な
い
た

め
、
資
金
不
足
比
率
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
早
期
健
全
化
基
準
、
経
営
健
全
化
基
準
〜
こ
の
数

値
を
超
え
る
と
健
全
化
の
た
め
の
取
組
み
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

※
標
準
財
政
規
模
〜
地
方
公
共
団
体
が
自
由
に
使
え

る
財
源
（
一
般
財
源
）
の
標
準
的
な
規
模
を
表
し
ま
す
。

財
政
の
健
全
度
を

判
断
す
る
に
は
？

財
政
健
全
化

判
断
比
率
を

公
表
し
ま
す
！

鶴
居
村
の
財
政
は

大
丈
夫
？

村
の
財
政
状
況
を
示
す

５
つ
の
指
標
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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多
く
の
選
手
が
技
を
競
い
合
い
ま
し
た

　
「
第
８
回
た
ん
ち
ょ
う
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」

９
／
27

　

こ
の
ほ
ど
、
鶴
居
村
と
釧
路
警
察
署
と
の
間
で
、
村

営
住
宅
等
か
ら
の
暴
力
団
排
除
に
係
る
協
定
書
へ
の
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）４
月
に
、

東
京
都
町
田
市
で
発
生
し
た
暴
力
団
組
員
に
よ
る
け
ん

銃
発
砲
立
て
こ
も
り
事
件
を
き
っ
か
け
に
結
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
、
全
国
で
公
営
住
宅
か
ら
暴
力
団
を
排
除
し

よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
日
野
浦
村
長
が「
村
と
警
察
が
お
互

い
に
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
村
民
の
安
全
な
暮
ら

し
を
確
保
し
た
い
」と
述
べ
、
釧
路
警
察
署
の
嶋
田
署

長
か
ら
も
、「
各
市
町
村
と
連
携
し
て
安
心
安
全
な
地

域
づ
く
り
に
努
め
た
い
」と
双
方
の
協
力
関
係
構
築
に

向
け
た
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
、役
場
２
階
和
室
に
お
い
て
、ヘ

ル
ス
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
育
成
事
業「
家
庭
に
お

け
る
救
急
法（
乳
幼
児
編
）」が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
鶴
居

消
防
署
の
職
員
３
名
を
講
師
に
招
き
、ヘ
ル

ス
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
育
成
講
座
の
受
講
者
と
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
参
加
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
の
支
援
会
員
も
参
加
し
、合
わ
せ

て
22
名
の
皆
さ
ん
が
乳
幼
児
の
事
故
の
予
防

や
応
急
処
置
、そ
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）の
使
い
方
に
つ
い
て
、講
義
と
模

型
を
使
っ
た
実
技
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。

ご
長
寿
を
祝
し
、
末
永
い
ご
健
勝
を
祈
り

　
「
鶴
居
村
敬
老
会
」が
開
催
さ
れ
る

　

総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
鶴
居
村
敬
老
会
が

開
催
さ
れ
、
招
待
さ
れ
た
多
く
の
高
齢
者
が
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
74
歳
以
上
の
方
々
１
６
９
名
が
来
場

し
、
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
藤
朋
流
大

正
琴
の
演
奏
や
鶴
居
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
遊
戯

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」、
幌
呂
民
謡
同
好
会
の
民

謡
披
露
な
ど
、
老
若
男
女
を
問
わ
な
い
芸
能
発
表

に
対
し
、
来
場
者
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
な
ご
や
か
な
祝
宴
と
な
っ
た
会
場
内
で

は
、来
賓
の
方
々
や
芸
能
発
表
を
行
っ
た
出
演
者
、

そ
し
て
運
営
に
当
た
っ
た
多
く
の
方
々
か
ら
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
ご
長
寿
を
祝
い
、
末
永
く
お
元

気
で
と
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

暴力団排除に向け、日野浦村長と
嶋田署長が協定書に調印

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
中
、「
た
ん
ち
ょ
う
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」が
鶴
居
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、村
内
外
か
ら
１
６
０
名
の
選
手
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
、
多
く
の
強
豪
選

手
が
参
加
す
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
選
手
た
ち
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
、
ホ
ー
ル
目
が
け
て

力
強
い
シ
ョ
ッ
ト
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
第
３
位
ま
で
。
入
賞
者
氏
名
は
敬
称
略
）

男
性
の
部 

優　

勝 

佐
藤 

政
己
（
白
糠
町
）

　
　
　
　

 

準
優
勝 

藤
原 

敬
一
（
標
茶
町
）

　
　
　
　

 

第
３
位 

山
中 

正
二
（
釧
路
市
）

女
性
の
部 

優　

勝 

緑
川 

幸
恵
（
釧
路
町
）

　
　
　
　

 

準
優
勝 

柴
田 

光
子
（
鶴
居
村
）

　
　
　
　

 

第
３
位 

守
谷 

昌
子
（
中
標
津
町
）

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に

　
「
鶴
居
村
公
営
住
宅
等
か
ら
の
暴
力
団
排
除
に
係
る

　

協
定
書
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
る

９
／
18
乳
幼
児
の
事
故
予
防
や
応
急
措
置
を
学
び
ま
し
た

　
「
ヘ
ル
ス
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
育
成
事
業
」

入賞者へのトロフィー授与。皆さん嬉しそうです

楽しい歓談の様子がうかがえます 模型を使った実技講習の様子



　

こ
の
ほ
ど
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
つ
る
い
駐
車
場
前
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
に
お
い
て
、
18
回
目
を
迎
え
た

鶴
居
消
防
署
長
杯
防
火
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
村
内
か
ら
９
チ
ー
ム
、
計
50
名
の
選
手
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
員
の
健
康
増
進
や
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
４
年
度
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、時
折
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し

た
が
、選
手
た
ち
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

優　

勝　

中
幌
呂
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

鶴
居
Ａ
チ
ー
ム

　

第
３
位　

下
幌
呂
Ａ
チ
ー
ム

７　平成21年11月号

　

北
欧
の
国
、
バ
ル
ト
三
国
の
一
つ
で
あ
る
エ
ス

ト
ニ
ア
共
和
国
か
ら
、
25
名
の
酪
農
視
察
団
が
来

村
し
、
村
内
の
農
場
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
は
日
本
の
約
９
分
の
１
の

国
土
で
、
人
口
が
約
１
４
０
万
人
、
旧
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
崩
壊
後
の
１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）に
独
立

し
た
国
で
す
。

　

当
日
は
、
支
幌
呂
の
有
限
会
社
鶴
翔
と
松
井
睦

路
さ
ん
の
農
場
、
午
後
か
ら
は
下
久
著
呂
の
有
限

会
社
ク
レ
イ
ン
ラ
ン
ド
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
、
乳
牛
の
飼
養
管
理
や
飼
料
の
生
産
方
法
な
ど
、

関
係
者
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

視
察
団
か
ら
は
、
各
種
専
門
的
な
質
問
が
な
さ

れ
、
日
本
の
酪
農
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
へ
の
長
年
に
わ
た
る
功
績
に
よ
り

　

植
田
晃
雄
さ
ん（
支
幌
呂
）が
北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞

10
／
６

10
／
１
酪
農
を
通
じ
た
国
際
交
流

　
「
エ
ス
ト
ニ
ア
酪
農
視
察
団
」が
来
村
し
、村
内
農
場
等
を
視
察

　

国
民
健
康
保
険
事
業
へ
の
長
年
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
、
鶴
居
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
会
長
の
植
田
晃
雄
さ
ん
が
、
今
年
度
の
北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

植
田
さ
ん
は
、
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
）

12
月
か
ら
、
鶴
居
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
１
９
９
６
年
（
平
成
８

年
）
12
月
か
ら
は
会
長
と
し
て
本
村
の
国
民
健

康
保
険
事
業
の
健
全
運
営
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
公
益
代
表
と
し
て
国
民
健
康
保

険
税
の
公
平
化
と
そ
の
収
納
率
の
向
上
を
図

る
べ
く
、
被
保
険
者
に
対
す
る
納
税
意
識
の

高
揚
と
事
業
の
健
全
化
の
推
進
役
と
し
て
力

を
発
揮
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

表彰状を手に喜びの植田さん

防
火
意
識
の
高
揚
を
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
交
流
か
ら
図
る

　

第
18
回
鶴
居
消
防
署
長
杯
防
火
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

一点集中、皆さん真剣です

真剣な表情で資料を読む視察団の皆さん

搾乳機械視察の様子（有限会社鶴翔）視察を終えて記念撮影（松井農場）

10
／
２
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10
／
17
〜
25
子
ど
も
た
ち
の
熱
演
と
力
作
ぞ
ろ
い

　

各
小
学
校
で
学
芸
会
、
中
学
校
で
学
校
祭
開
催

　

10
月
中
下
旬
の
土
日
、
村
内
各
小
学
校

と
中
学
校
で
は
、
学
芸
会
や
学
校
祭
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
ぶ
り
を
楽
し

み
に
多
く
の
父
母
や
関
係
者
な
ど
が
各
学

校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
の
鶴
居
中
学
校
か
ら
始
ま
り
、

翌
18
日
に
は
幌
呂
小
学
校
、
翌
週
24
日
に

は
鶴
居
小
学
校
、
25
日
に
は
下
幌
呂
小
学

校
、
幌
呂
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
学
校
と
も
に
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

い
、
日
頃
練
習
し
た
劇
や
授
業
で
制
作
し

た
各
種
展
示
品
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
熱

演
や
力
作
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

10
／
８
地
場
産
品
を
使
っ
た
お
い
し
い
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
が
登
場

　
「
く
し
ろ
ふ
る
さ
と
愛
食
週
間
」の
学
校
給
食

　

釧
路
支
庁
管
内
町
村
会
が
策
定
し
た
「
釧
路
管
内
地
域

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向
け
、
管
内
の
町
村
が
取

り
組
ん
で
い
る
「
地
域
づ
く
り
広
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
釧
路
管
内
の
各
市
町
村
で
地
場

産
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
学
校
給
食
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

釧
路
管
内
の
各
市
町
村
と
釧
路
支
庁
管
内
町
村
会
で
は
、

秋
の
味
覚
が
揃
う
こ
の
時
期
に「
く
し
ろ
ふ
る
さ
と
愛
食

週
間
」と
銘
打
ち
、「
食
の
安
全
・
安
心
」に
対
す
る
意
識
の

向
上
を
図
り
、今
後
の
地
産
地
消
や
食
育
の
充
実
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、本

村
の
学
校
給
食
に
は
、日
本
一
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ「
鶴

居
」や
地
元
で
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
野
菜
、そ
し

て
鶴
居
産
牛
肉
を
使
っ
た「
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
」が
登
場
し
、子

ど
も
た
ち
は
お
い
し
そ
う
に
そ
の
味
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

10
／
６
〜
８

　

平
成
５
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
横
浜
市
立
南
高
等
学
校
の

村
内
酪
農
家
へ
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
事
業
が
行
わ
れ
、
村
内
18

軒
の
酪
農
家
が
高
校
生
39
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
釧
路
地
区
農
協
組
合
長
会
と
釧
路
地
区
酪
農

対
策
協
議
会
が
主
催
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
釧
路
管
内
の

各
市
町
村
で
高
校
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

初
日
と
な
っ
た
６
日
は
、川
湯
で
の
入
管
式
が
行
わ
れ
、入
管

式
終
了
後
、各
市
町
村
の
受
け
入
れ
先
に
向
か
い
ま
し
た
が
、到

着
後
す
ぐ
に
農
作
業
を
手
伝
う
姿
も
見
ら
れ
、初
め
て
体
験
す

る
作
業
で
は
あ
っ
た
も
の
の
楽
し
そ
う
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
中
の
３
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
受
け
入
れ
た
酪
農
家
と
高
校
生
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
が
で
き
た
よ
う
で
、
離
村
式
で
は
別
れ
を
惜
し
む
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

酪
農
家
と
都
会
の
高
校
生
が
温
か
な
交
流

　

横
浜
市
立
南
高
等
学
校
修
学
旅
行
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ大変おいしそうです（鶴居小学校） 名残惜しい中、記念の集合写真

練習の成果が発揮された名演技

どの作品も力作ぞろい



役場代表（総務課）
TEL ６４－２１１１
FAX ６４－２５７７

振興課・・・・・64-2112
住民課・・・・・64-2113
産業課・・・・・64-2114
建設課・・・・・64-2115
議会事務局・・・64-2116
農業委員会・・・64-2114
鶴居診療所・・・64-2122
教育委員会・・・64-2050
      　 (FAX 64-2900)

　11月の行事予定　
　１日（日）
　　村民文化祭（作品展示　３日まで）
　　　 9：00～　総合センター
　　村民文化祭（芸能発表）
　　　19：00～　幌呂農村環境改善センター
　２日（月）
　　幌呂老人クラブ健康相談・口腔機能向上事業
　　　 9：30～　幌呂老人寿の家
　　第４回鶴居村議会臨時議会
　　　10：00～　議会議場
　　村治功労者表彰式
　　　11：00～　グリーンパークつるい
　３日（火）
　　村民文化祭（芸能発表）
　　　18：30～　総合センター
　６日（金）
　　「横田めぐみさん」パネル展（８日まで）
　　　10：00～　ふるさと情報館
　７日（土）
　　幌呂保育園お遊戯会
　　　 9：30～　幌呂保育園
　９日（月）
　　村政懇談会
　　　10：00～　茂雪裡コミュニティセンター
　　　13：30～　下久著呂コミュニティセンター
１０日（火）
　　子育て支援事業「あそびのひろば」
　　　10：00～　ふるさと情報館
１１日（水）
　　村政懇談会
　　　10：00～　支雪裡コミュニティセンター
　　　13：30～　幌呂農村環境改善センター
１２日（木）
　　村政懇談会
　　　10：00～　下雪裡コミュニティセンター
　　　13：30～　下幌呂コミュニティセンター
１３日（金）
　　北海道横断自動車道パネル展（26日まで）
　　　 9：00～　総合センターホール前
　　村政懇談会
　　　10：00～　上幌呂コミュニティセンター
　　　13：30～　総合センター　
１４日（土）
　　鶴居保育園お遊戯会
　　　 9：30～　鶴居保育園
１５日（日）
　　男女平等参画推進フォーラムinつるい
　　鶴居村女性の集い
　　　10：30～　総合センター
１８日（水）
　　年末調整等説明会（一般対象）
　　　10：00～　役場２階会議室
　　ＢＣＧ、３種混合、麻しん・風しん、２種混合予防接種
　　　15：00～　鶴居診療所
１９日（木）
　　『おひさま』（親の会）
　　　10：00～　役場２階和室
２６日（木）
　　鶴居小学校オープンスクールディ
　　　 9：00～　鶴居小学校
　　村政懇談会
　　　10：00～　中久著呂コミュニティセンター
２７日（金）
　　鶴居村交通安全村民大会
　　　13：30～   総合センター
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村
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

村
で
は
、
平
成
21
年
度
の
村
政
懇
談
会
を

次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
９
日
（
月
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

茂
雪
裡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
　
　

下
久
著
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

11
月
11
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

支
雪
裡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
　
　

幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

11
月
12
日
（
木
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

下
雪
裡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
　
　

下
幌
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

11
月
13
日
（
金
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

鶴
居
村
教
育
委
員
会
委
員
長
の

選
任
に
つ
い
て

　

こ
の
ほ
ど
、
鶴
居
村
教
育
委
員
会
委
員
長

の
伊
藤
順
一
氏
が
委
員
５
期
目
の
任
期
満
了

で
退
任
さ
れ
、
教
育
委
員
の
石
脇
征
次
郎
氏

が
新
た
に
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
委
員
長
の
石
脇
氏
は
、
昭
和
62
年
４
月

か
ら
社
会
教
育
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
平
成
６

年
４
月
か
ら
社
会
教
育
委
員
長
、
そ
し
て
社

会
教
育
委
員
長
退
任
後
の
平
成
15
年
６
月
か

ら
は
教
育
委
員
、
平
成
18
年
４
月
に
は
文
化

協
会
会
長
に
就
任
さ
れ
、
長
く
本
村
の
教
育

や
文
化
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

退
任
さ
れ
た
伊
藤
氏
は
、
平
成
３
年
６
月

に
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
、
平
成
15
年
６
月

か
ら
教
育
委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
間
、
本
村
の
教
育
環
境
の
整
備
や
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

秋
季
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

　

10
月
４
日（
日
）、
釧
路
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
を
会
場
に
30
名
の
村
民
の
方
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
秋
季
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
優
勝
か
ら
第
３
位
ま
で
。お
名
前
は
敬
称
略
）

　

優　

勝　

曽
我　

茂
宣
（
鶴
居
市
街
）

　

準
優
勝　

渋
谷　
　

守
（
鶴
居
市
街
）

　

第
１
位　

大
谷　

正
義
（
下 

雪 

裡
）

　

第
２
位　

秋
里　

繁
幸
（
鶴
居
市
街
）

　

第
３
位　

瀧
澤　

義
一
（
茂 

雪 

裡
）

　
　
　

上
幌
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
　
　

鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー

　

11
月
26
日
（
木
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

中
久
著
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　　

村
政
懇
談
会
は
、
村
政
に
対
す
る
ご
意
見

や
ご
要
望
な
ど
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の
声
を

広
く
村
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

村
政
懇
談
会
に
は
、
村
長
、
副
村
長
、
教

育
長
を
は
じ
め
、
役
場
各
課
長
な
ど
が
各
地

域
を
訪
問
し
、
み
な
さ
ま
と
直
接
意
見
交
換

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
地
域
の
問
題

解
決
や
活
性
化
な
ど
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
総
務
課

　

☎
64
ｌ
２
１
１
１
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筆
界
特
定
制
度
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
１
月
20
日
か
ら
、
筆
界

特
定
制
度
が
施
行
さ
れ
、
全
国
の
法

務
局
に
お
い
て
筆
界
特
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

筆
界
特
定
と
は
、
一
筆
の
土
地
及

び
こ
れ
に
隣
接
す
る
他
の
土
地
に
つ

い
て
、
筆
界
の
現
地
に
お
け
る
位
置

を
特
定
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

法
務
局
に
お
い
て
行
う
筆
界
特
定

所
得
税
の
予
定
納
税（
第
２

期
分
）に
つ
い
て

　

予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算
し
た

消
費
税
の
届
出
は
お
済
み
で

す
か

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
新
た
に
課

税
事
業
者（
消
費
税
の
申
告
・
納
付

が
必
要
な
方
）と
な
る
場
合
に
は
、

納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に「
消
費

税
課
税
事
業
者
届
出
書
」の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

課
税
事
業
者
と
は
、
そ
の
年
の

前
々
年
と
な
る
基
準
期
間
に
お
け
る

課
税
売
上
額
が
１
千
万
円
を
超
え
る

方
で
す
。

　

な
お
、
基
準
期
間
に
お
け
る
課
税

売
上
額
が
５
千
万
円
以
下
の
方
は
、

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
分
か
ら
簡
易
課

税
制
度
を
適
用
し
て
申
告
す
る
方
は
、

平
成
21
年
12
月
31
日
ま
で
に「
消
費

税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」を

納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

消
費
税
の
届
出
書
や
消
費
税
法
に

基
づ
く
帳
簿
の
記
載
方
法
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
税
務
署

    

☎
31
ｌ
５
１
０
０

「
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
」の
学
生
募
集
に
つ
い
て

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
若
い
人
た
ち

が
対
象
の「
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
」は
、
学
生
手
当
の
支
給
を
受

け
な
が
ら
自
衛
官
と
し
て
の
知
識
や

技
能
の
教
育
を
受
け
、
高
等
学
校
に

入
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
３
年
修
了

時
に
は
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
が
取

得
で
き
、
ま
た
、
卒
業
時（
修
業
年

限
４
年
）に
は
、
三
等
陸
曹
に
任
官

さ
れ
る
魅
力
的
な
制
度
で
す
。

　

採
用
試
験
の
詳
細
は
次
の
と
お
り

で
す
。

⑴
種
目

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

⑵
応
募
資
格

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ

い
て

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る
各
種

の
人
権
問
題
に
対
応
す
べ
く
、
平
成

12
年
か
ら
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す

る
専
用
相
談
電
話「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」を
常
時
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職

場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
は

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も

の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

離
職
者
の
方
に
住
宅
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

　

平
成
21
年
10
月
１
日
よ
り
、
離
職

者
で
あ
っ
て
就
労
意
欲
が
あ
る
方
の

う
ち
、
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
、

又
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
を

対
象
と
し
て
、
６
ヶ
月
間
を
限
度
と

し
て
住
宅
手
当
を
支
給
す
る
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

手
当
の
対
象
と
な
る
方
は
、
次
の

各
事
項
全
て
に
該
当
さ
れ
る
方
で
す
。

⑴
２
年
以
内
に
離
職
さ
れ
た
方

⑵
離
職
前
に
主
と
し
て
世
帯
の
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
方

⑶
常
用
就
職
の
意
欲
が
あ
り
公
共
職

業
安
定
所
へ
求
職
申
し
込
み
を
さ

予
定
納
税
基
準
額
が
15
万
円
以
上
で

あ
る
場
合
に
、
原
則
そ
の
３
分
の
１

相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月（
第
１
期

分
）と
11
月（
第
２
期
分
）に
納
め
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、
６

月
中
旬
に
税
務
署
か
ら「
予
定
納
税

額
の
通
知
書
」が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
11
月
は
こ
の
通
知
書
に
記
載

さ
れ
た
第
２
期
分
の
金
額
を
納
税
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
廃
業
や
業
況
不
振
、
災
害

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
平
成
21
年
10

月
30
日
の
現
況
で
、
平
成
21
年
分
の

「
申
告
納
税
見
積
書（
年
間
所
得
や
所

得
控
除
な
ど
を
見
積
も
っ
て
計
算
し

た
税
額
）」が
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ

て
い
る「
予
定
納
税
基
準
額
」よ
り
も

少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

予
定
納
税
の
減
額
申
請
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
税
務
署

　

☎
31
ｌ
５
１
０
０

に
は
、「
お
隣
同
士
で
裁
判
を
し
な

く
て
も
よ
い
」、「
当
事
者
に
よ
る
資

料
収
集
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
」な

ど
の
利
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

筆
界
特
定
の
申
請
が
で
き
る
の
は
、

筆
界
の
位
置
が
不
明
で
あ
る
、
あ
る

い
は
筆
界
に
つ
い
て
隣
接
地
の
所
有

者
と
の
間
で
争
い
が
あ
る
場
合
な
ど

で
あ
り
、
申
請
人
と
な
れ
る
の
は
、

土
地
の
所
有
権
の
登
記
名
義
人（
登

記
上
の
所
有
者
）等
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
に
お
け
る
経
費
は
、
申
請
の

際
に
納
付
す
る
手
数
料
と
、
筆
界
を

特
定
す
る
た
め
に
測
量
す
る
場
合
の

測
量
経
費
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
地
方
法
務
局

　

☎
31
ｌ
５
０
２
７

形
成
す
る
上
で
、
克
服
す
べ
き
重
要

な
問
題
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」期
間
中
の
11
月
15

日
か
ら
21
日
ま
で
の
１
週
間
を
、
全

国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」強
化
週
間
と
し
て
、
電
話
回
線

を
増
設
し
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て

対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

受
付
時
間
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

11
月
16
日
〜
20
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

11
月
15
、
21
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

【
ご
相
談
先
】

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
ｌ
０
７
０
ｌ
８
１
０

中
学
校
卒
業
見
込
及
び
17
歳
未
満

の
男
子

⑶
受
付
期
間

　

平
成
21
年
11
月
１
日
〜
平
成
22
年

　

１
月
８
日

⑷
試
験
日
・
会
場

　

一
次
試
験

　

平
成
22
年
１
月
23
日

　

釧
路
市
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

⑸
試
験
内
容

　

国
語
、
数
学
、
社
会
、
理
科
、

　

英
語
及
び
作
文

【
お
問
合
せ
先
】

　

自
衛
隊
帯
広
協
力
本
部
釧
路
出
張

　

所

　

☎
22
ｌ
１
０
５
３

　

鶴
居
村
役
場
総
務
課

　

☎
64
ｌ
２
１
１
１
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「
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
」　　
　

写
真
・
パ
ネ
ル
展
に
つ
い
て

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
被
害

は
未
だ
そ
の
全
容
が
解
明
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
拉
致
被
害
の
現

状
を
広
く
地
域
の
み
な
さ
ん
に
訴
え
、

救
済
支
援
の
輪
を
広
げ
、
日
本
人
の

み
な
ら
ず
全
て
の
拉
致
被
害
者
が
笑

顔
で「
ふ
る
さ
と
」に
戻
る
こ
と
が
で

き
る
日
の
実
現
を
期
す
た
め
、
次
の

日
程
で「
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
」の
写

11
月
は
小
規
模
企
業
共
済
制

度
等
の
全
国
加
入
促
進
強
調

月
間
で
す

　
「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」は
、
個

人
事
業
主
ま
た
は
会
社
等
の
役
員
の

方
が
事
業
を
や
め
ら
れ
た
り
退
職
さ

れ
た
場
合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業

の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て
お
く
と
い
う
共
済

制
度
で
、
い
わ
ば「
小
規
模
企
業
の

経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」と

い
え
ま
す
。

北
海
道
最
低
賃
金
に
つ
い
て

（
時
間
額
６
７
８
円
に
）

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
北
海
道
内
で

雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
労
働
条

件
の
改
善
・
向
上
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
履
行
状
況
は
今

な
お
十
分
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

北
海
道
労
働
局
で
は
、
次
の
と
お

り
北
海
道
最
低
賃
金
を
改
定
し
ま
し

た
の
で
、
最
低
賃
金
の
履
行
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴
最
低
賃
金
額

　

時
間
額　

６
７
８
円

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破
損

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

９
月
15
日
、
大
阪
市
で
老
朽
化
し

た
消
火
器
が
破
裂
し
，
男
児
が
負
傷

し
た
重
大
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

消
火
器
の
内
部
に
は
、
加
圧
用
の

ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
内
臓
さ
れ
て
お
り
、

消
火
器
の
レ
バ
ー
を
握
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
か
ら
ガ
ス
が

放
出
さ
れ
ま
す
が
、
老
朽
化
し
た
消

火
器
で
は
、
サ
ビ
・
キ
ズ
・
腐
食
等

に
よ
り
本
体
の
強
度
が
低
下
し
、
そ

の
た
め
高
圧
状
態
と
な
っ
た
時
に
、

本
体
が
破
裂
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

れ
る
方

⑷
住
宅
を
喪
失
又
は
住
宅
を
喪
失
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
方

　
（
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
は

「
賃
貸
住
宅
」に
入
居
し
て
い
る
場

合
）

⑸
原
則
、
収
入
が
な
い
方

⑹
世
帯
の
預
貯
金
の
合
計
が
一
定
額

以
下

⑺
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
に
対
す
る

貸
付
や
給
付
を
受
け
て
い
な
い
方

　

な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
43
ｌ
９
２
５
１

　

鶴
居
村
役
場
住
民
課
福
祉
係

　

☎
64
ｌ
２
１
１
３　
　
　
　

⑵
効
力
発
生
年
月
日

　

平
成
21
年
10
月
10
日

⑶
留
意
事
項

①
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
臨
時

に
支
払
わ
れ
る
賃
金
及
び
時
間

外
等
割
増
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
。

②
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支

払
わ
な
い
場
合
は
、
最
低
賃
金

法
違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

③
特
定
の
産
業（「
処
理
牛
乳
・
乳

飲
料
、乳
製
品
、糖
類
製
造
業
」、

「
鉄
鋼
業
」、「
電
子
部
品
・
デ

バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機

械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
」な
ど
）に
は
産
業
別
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部

　

☎
０
１
１
―
７
０
９
―
２
３
１
１

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
金
は
全

額
所
得
控
除
と
な
り
、
受
け
取
る
共

済
金
も
退
職
所
得
扱
い
、
又
は
公
的

年
金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が

原
因
で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面

し
て
し
ま
っ
た
時
に
資
金
を
借
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る「
経
営
セ
ー
フ

テ
ィ
共
済
」も
小
規
模
企
業
の
経
営

を
守
る
た
め
に
国
が
創
設
し
た
制
度

で
あ
り
、
無
担
保
・
無
保
証
人
で
、

積
立
掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内（
最
高

３
，
２
０
０
万
円
）で
被
害
額
相
当

の
共
済
金
が
借
り
入
れ
可
能
で
す
。

　

毎
月
の
掛
金
も
税
法
上
、
必
要
経

費
又
は
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人　

中
小
企
業
基
盤

　

整
備
機
構

   

☎
03
―
３
４
３
３
―
８
８
１
１

す
。
そ
れ
ら
老
朽
化
し
た
消
火
器
の

特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
製
造
後
８
年
以
上
経
過
し
て
い
る

（
消
火
器
メ
ー
カ
ー
の
保
証
期
間

は
８
年
で
す
。
消
火
器
の
状
態
に

も
よ
り
ま
す
が
、
交
換
の
目
安
は

８
年
で
す
）

⑵
キ
ャ
ッ
プ（
首
の
部
分
）や
底
部
が

サ
ビ
つ
い
て
い
る（
事
故
の
多
く

は
サ
ビ
に
よ
る
腐
食
が
原
因
）

⑶
本
体
に
へ
こ
み
や
変
形
が
あ
る

⑷
表
面
に
ボ
ツ
ボ
ツ
が
で
き
た
も
の 

　
　

　

こ
の
よ
う
な
消
火
器
は
至
急
点

検
・
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
村
内
で
消
火
器
の
処
分
依

頼
が
で
き
る
お
店
は
、
Ａ
コ
ー
プ
鶴

居
店
・
Ｊ
Ａ
幌
呂
ス
タ
ン
ド
、
他
、

釧
路
市
内
の
防
災
専
門
業
者
と
な
り

ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】　

　

鶴
居
消
防
署
予
防
広
報
係　

　

☎
64
ｌ
２
３
４
４

真
・
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
ま
す
。

⑴
期
間　

　

平
成
21
年
11
月
６
日
〜
８
日

⑵
場
所

　

鶴
居
村
ふ
る
さ
と
情
報
館

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
支
庁
管
内
町
村
会

　

☎
43
ｌ
０
６
４
９

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に　

つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の
と

お
り
面
談
又
は
電
話
に
よ
る「
休
日

公
証
相
談
」を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時

　

11
月
８
日（
日
）13
時
〜
17
時

⑵
場
所

釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路
市
末
広

町
７
丁
目
２
番
地　

金
森
ビ
ル
１

階
）

⑶
ご
相
談
内
容

遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
・
離
婚

に
伴
う
養
育
費
等（
相
談
料
は
無
料

で
す
）

⑷
お
申
込
方
法

面
談
に
よ
る
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
相
談
日
の
前
々
日（
11
月

６
日（
金
））ま
で
に
電
話
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
（
☎
25
―
１
３
６
５
）
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鶴居中学校で「赤ちゃんとふれあい体験学習」を開催しました
　この体験学習は村内の親子にご協力をいただき、思春期を迎えた中学生に赤ちゃんやその親とのふれあいを
通して「赤ちゃんのかわいらしさや生命の尊さ」「子供を産み育てることの大変さと喜び」を感じてもらおうと
毎年開催しています。また、赤ちゃんとのふれあいの他に釧路赤十字病院の助産師を講師に招き受精のしくみ
や胎児の成長、性感染症について学びました。
　赤ちゃんとのふれあい体験では、赤ちゃんを抱っこしたり、オムツの交換など育児の体験を通して生徒から
は「かわいくてやわらかくて自分まで幸せな気持ちになった」「人見知りで泣いてしまったけどそこもかわいかっ
た」「お母さんの幸せを実感できた」「オムツ交換の体験は貴重なものとなった」などの感想が聞かれました。

○赤ちゃんとのふれあいを体験した生徒とお母さんの感想などをご紹介します。
生徒の感想（赤ちゃんとのふれあいや助産師の話で感じたことや、お母さんお父
さんへのメッセージや感想）
 「うちらがうまれたのってやっぱすごいんだなって思った」
 「今まで大変そうとかつらそうとか思って大変なことばかり考えてたけど、助産師さん
の説明や親の方々を見ていると「幸せそう」に変わりました。素敵な人と出会いたい
です！」

 「抱っこする時はとても皮膚がやわらかくて初めての感覚だった。弟や妹がいないので
接するのは大変だったけど楽しかった」

 「おいそがしい中、赤ちゃんをつれてきてくださってありがとうございました。とても
勉強になったし、とてもかわいかったです。これからもがんばって子育てをしてく
ださい」
協力してくれたお母さんの感想や中学生へのメッセージ
 「赤ちゃんに興味を持ってくれたみたいで嬉しかったです」
 「子育ては大変な事も多いけど、その分成長していく子供をみるとすごく嬉しく愛らし
くなります。子供も成長するし、自分自身も成長できてずっとそばにいたいって思
います。大人になって子供が欲しいと思ったら子供をつくって育てていってほしい
と思います」

 「子供が産まれてくるということはすごく素敵な事なのでぜひ体験してほしいとおもい
ます。すごく良い体験学習だと思います」

◎赤ちゃんが好きですか？

体験前（人） 体験後（人）

好き 10 14

わからない 11 7

嫌い 2 1

不明 0 0

その他 0 0

◎赤ちゃんに対するイメージは？

体験前（人） 体験後（人）

弱々しい 3 3

よく泣く 14 14

やかましい 4 2

かわいい 15 15

一人では何もできない 7 5

元気 10 13

大きくなる 9 11

その他 6 3

平成21年度　赤ちゃんとふれあい体験学習アンケート集計（参加生徒）
◎赤ちゃんを育てることについてどう思いますか？

体験前（人） 体験後（人）
大変そう 20 16
つらそう 2 2
忙しそう 12 14
めんどうそう 3 2
自由な時間がない（＊） 3 14
楽しそう 8 11
幸せそう 8 14
すばらしい 4 6
その他 1 1

◎赤ちゃんとふれあい体験学習は楽しみか。（体験前）
　ふれあい体験をしてよかったか。（体験後）（＊）

体験前（人） 体験後（人）
はい 10 19
わからない 11 2
いいえ 2 1

◎今回の「赤ちゃんとのふれあい体験学習」の経験が今
　後に役立つと思うか。（体験後）

体験後（人） 割合（％）
とても役立つと思う 12 54.5%
少し役立つと思う 8 36.4%
あまり役立たないと思う 2  9.1%
（＊）：５％水準で有意差あり



獣の奏者　４
　　　　上橋　菜穂子　著

　王獣たちを武器に変える
ために、訓練を繰り返すエ
リン。決してすまいと思っ
ていたことを、自らの意志
で行っていく。
　激化していく戦の中で、
彼女の思いは叶うのか…。
　圧倒的な筆力で書き上げ
た大傑作ファンタジー、つ
いに完結。

終の住処
　　　　磯﨑　憲一郎　著

　妻とはそれきり11年、口
を利かなかった…。とうて
い重要とは思えないような
もの、無いなら無いに越し
たことはないものたちによっ
て、かろうじて人生は存続
しているのだった…。
第141回芥川賞を受賞した
表題作に加え、書き下ろし
短編「ペナント」を収録。

私たちが死刑評決
しました

フランク・スワートロー 著
リンドン・スタンブラー 著

　事件を煽るマスコミ、有
名な弁護士、好感度の高い
被告人、規律を乱す陪審員
…。翻弄され、悩み苦しむ
陪審員たちはどのように評
決していったのか。
　１人の人間を、12人の陪
審員が死刑にするまでのド
キュメンタリー。

倒壊する巨塔　上
アルカイダと［9.11］への道

　ローレンス・ライト　著
　ビンラディン、ザワヒリ
など「アルカイダ」の軌跡を
丹念に追いかけて、その等
身大の姿を描く。徐々に悲
劇に向かって収れんしてい
く様には、まさに戦慄を覚
える。『ニューヨーク・タ
イムズ』年間最優秀図書、
ピュリツァー賞受賞作品。
調査報道の頂点を示す傑作
ノンフィクション。

ハッピーサンドイッチ
　　おおつぼ　ほまれ　著

　著者が過ごしたニュー
ヨークには、バラエティ豊
かなサンドイッチメニュー
があふれている。
　身近な食材で簡単に楽し
める、様々なタイプのサン
ドイッチを紹介。サラダや
フライなど、サイドデニッ
シュも満載。

お父さんが教える
読書感想文の書きかた
　　　　赤木　かん子　著

　読書感想文はやり方さえ
教えてもらえば「誰でも書
ける」もの。どうしても読
書感想文を書かなくてはい
けないお子さんが、１日で
書けるようになる画期的な
方法を解説。本の選びかた
から原稿用紙の使いかたま
で、目からウロコの技が満
載の１冊。

鶴居村ふるさと情報館

みなくる図書室だより

13　平成21年11月号

みなくる図書室みなくる図書室
●開館時間●開館時間
　10：00～18：30　10：00～18：30
●休 館 日●休 館 日
　11月の休館日は、11月24日（火）です。　11月の休館日は、11月24日（火）です。
●貸し出し●貸し出し
　【本・雑誌・紙芝居】　【本・雑誌・紙芝居】
　２週間（１人５冊まで）　２週間（１人５冊まで）
　【ＣＤ・ＶＴＲ】　【ＣＤ・ＶＴＲ】
　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

～お知らせ～
○11月の休館日は、11月24日（火曜日）です。



平成21年11月号　14

　このコーナーでは、「あの日、あの時」と題し、これまでに発行された「広報つるい」を取り上げ、村の歩みを振り
返ってみたいと思います。
　今回は、毎年11月に実施されている「鶴居村総合文化祭」についての記事を見てみます。
　村の文化向上を担ってきた「鶴居村総合文化祭」は、村民の皆さんがサークル活動で制作した作品の展示や芸能の
発表など、毎年、「文化の日」に合わせて実施されています。
　過去の広報誌に掲載された総合文化祭の軌跡をたどりながら、村の文化向上に向けた文化協会や関係団体の活動
の様子を見てみましょう。記事や写真からは、往時の懐かしい記憶がよみがえってくるようです。
　今年も11月１日から３日まで、鶴居村総合センター（作品展示は１日から３日まで、芸能発表は３日）と幌呂農
村環境改善センター（１日の芸能発表のみ予定）で開催されますので、ぜひご来場ください。
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　今から15年前、総
合文化祭が記念すべ
き20周年を迎えた
年の特集記事です。
　20周年を祝うべ
く、多くの村民の皆
さんが参加し、老若
男女問わず見事な芸
能発表を行って大変
盛り上がった様子が
伝わってきます。
（1994年（平成６年）
12月号より）

　今から29年前の総
合文化祭の様子です。
　文化協会、青年団
体連絡協議会（鶴青
連）、婦人団体連絡
協議会（現在の女性
団体連絡協議会）が
中心となって行わ
れました。
　作品展には、一般
の作品300点、児童
生徒の作品400点が
出陳され、カラオケ
自慢大会や演劇など
も行われるなど、多
彩な催しがいっぱい
の３日間だったよう
です。（1980年（昭和
55年）12月号より）
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生ごみの減量化と有効活用

　家庭から出る可燃ごみのうち、約４割は生ごみです　
　無駄なく買い物して、エコクッキング・食べ残しをしない工夫をしても、どうしても生ごみは出てきます。
出てきたごみの処分方法を工夫してみましょう。
　生ごみの約８割は水分だと言われています。ギュッと絞ると２割削減できます。水切りの方法を紹介します。
　　●水切りネットで絞る　　●三角コーナーに直接ビールビンを押し付ける　　●新聞紙に包んで絞る

　コンポストを活用した生ごみ対策の実例　 
　Ａさんは、平成17年４月に自宅裏の小さな畑にホームセンターで購入したコンポストを設置しました。
７月から始まる鶴居村のごみ有料化に備えた節約対策です。家族は夫婦と子供２人の４人家族です。４月に
設置し７月には一杯になりました。使い方は「生ごみ」を投入するだけでしたので、悪臭やハエに悩まされま
した。取りあえず穴を掘り埋めてしまいました。ホームセンターで正しい使い方を学びました。ここで伝授
されたのが、草取りした草を少し乾かして入れることでした。試してみると虫が減っていました。Ａさんは
「生ごみを入れると勝手に堆肥になる」と思っていたのですが、堆肥は発酵すること、魚の内臓は虫がいるこ
とが多いので熱湯をかけて少し乾かしてから入れると、虫や臭いが抑えられることを教わりました。
上手に活用するポイント
　１．生ごみだけでは発酵しないので枯れ草、枯れ葉を入れること。
　２．水分が多いと虫が発生しやすいので水切りを十分にする。また、フタを少し開けて空気を流通させる。
　３．発酵熱が上がると虫の発生はかなり抑えられるので、時々攪拌すると良い。

　コンポストは工夫次第で通年使用できます　
　冬はコンポストを使用しない人がいますが、ちょっと手間をかけると通年使用できます。
１．設置場所の工夫：雪かきの通路の側に設置する。
　　コンポストの雪をどけてやると発酵熱であまり積もりません。
２．最初に落ち葉や枯れ草を入れる。
　　落ち葉に付いた微生物が発酵熱で冬でも活動してくれます。夏ほど発酵が進まないので生ごみがどんど
ん溜まった時に棒などで穴をあけると下から熱が上がり量が減ります。
３．水切りをした生ごみを投入すること
　　水切りをしない生ごみは寒さで凍ってしまいます。生ごみを一冬投入するためには、必ず十分に水切り
をしてください。
　※夏のように虫、臭いが発生しません。コンポストの中は氷温状態で、キャベツの葉が青々しています。

　肥料として活用できます　
　生ごみが一杯になりましたら、土をコンポストに投入し上部を覆います。その後コンポストを引き上げ、
となりに移設し、生ごみ全体を土で覆います。約３～４ヶ月後には底部の黒く堆肥化した部分から、家庭菜
園や花壇の肥料、土壌改良剤としてご活用出来ます。

　ミミズを活用したコンポスト　
　コンポストの中に始めにミミズの沢山いる牛の堆肥をひきます。その後、生ごみを投入し１週間に１回ス
コップでコンポストの中をかき混ぜます。こうすると夏場は生ごみをほとんどミミズが食べてくれます。
１．野菜くず等は細かく刻み、水切りを十分にする。生ごみの入れすぎに注意してください。
２．庭先にいる太いミミズはフトミミズと言われるもので、生ごみは食べません。シマミミズを活用ください。
３．秋にコンポストの下を深く掘り、ミミズを入れ、落ち葉や土で覆いミミズを越冬させてください。
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●バードハウスを作ろう
【日　時】 11月7日(土)
      　　   午後1時から午後3時まで
【場　所】 塘路湖エコミュージアムセン
　　　　 ター
【参加料】 300円（持ち物は要問合せ）
【お申込先】 塘路湖エコミュージアムセ
　　　　　 ンター（☎015-487-3003）

●木の葉を使ったいろいろ工作
【日　時】 11月8日(日) 
　　　　 午後1時から午後3時まで
【場　所】 温根内ビジターセンター
【参加料】 無料
【お申込先】 温根内ビジターセンター
　　　　　 （☎65-2323）

空き家・貸し家情報
募・集・中・!

　村では、移住者の受入れや定住の
促進などのため、「空き家」や「貸し家」
の情報を集めています。
　「空き家」をお持ちの方や、「貸し家」
として第三者に貸せる住宅をお持ち
の方は、ぜひ情報をお寄せください。
【ご連絡先】
　役場振興課企画係  (☎64-2112）
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ご相談事はありませんか？
　釧路司法書士会では、相続に関する問題や多重債務の
整理に関する手続きなど、身近な法律相談に関する無料
の相談会を次の日程等で行います。
　日頃、問題に思っていることやお悩み事がありました
らお気軽にご来場のうえ、ぜひご相談ください。（予約
が必要です。なお、秘密は厳守されます）

１．期　　日 平成21年11月から平成22年３月までの毎月
第３木曜日

２．時　　間 午後６時から午後８時まで
３．場　　所 司法書士総合相談センター
 釧路市北大通８丁目　ささき画廊ビル５階
４．相談内容 相続に関する手続き、不動産・会社等の登記

関係、多重債務の整理に関する手続き、民事
訴訟関係、成年後見・家事事件などのご相談
を受けます

５．予 約 先 釧路司法書士会事務局
　　　　　　　☎41－8332
　　　　　　　予約受付時間は午前９時から午後５時までで

す。なお、ご予約は相談予定日の１週間前ま
でにお願いします。
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タンチョウってどんな鳥　⑤　～タンチョウのしぐさについて
(前回に引き続き、〔⑤～タンチョウのしぐさについて〕の紹介をしていきたいと思います)

■鳴き合い
　給餌場でタンチョウを見ていると２羽のタン
チョウが首を伸ばして上を向き、空に向かって大
きな鳴き声をあげているところに出会います。こ
れを一般的に「鳴き合い」と呼んでいます。
　「コーカッカッ、コーカッカッ」と聞こえるこ
の声はオスとメスの２羽がかけあいで鳴いている
ときの声です。この行動はオスとメスがつがいで
ある証でもあります。オスが「コー」と鳴くと、
メスが「カッカッ」と応じて鳴いているのです。
外見ではオスとメスの見分けが難しいタンチョウ
も、この鳴き合いの行動を見ることによって見分
けることができます。声にあわせてくちばしを１
回しか開かないのがオスで、２回開くのがメスで
す。またオスは同時によく翼を持ち上げるため、
それで見分けることができる場合もあります。　
　このとき、頭の赤い部分は大きく広がり、よく目立ちます。タンチョウは求愛
や興奮状態になったときに、頭の赤い部分を皮膚の筋肉の働きで広げることがで
きます。
　この鳴き合いの行動には、２つの意味があると考えられています。１つはまわ
りのタンチョウに対するなわばり宣言です。なわばり意識の強いタンチョウは、
繁殖期はもちろん、たとえ越冬期であっても、近くにいる他のタンチョウを追い
はらおうとします。２組のつがいがその場所を譲らず、お互いが鳴き合いをして
いることもよくあります。
　もう１つの意味は、オスとメスがつがいの絆を深めるためと考えられています。
特に繁殖期が近づいてくると、この目的での鳴き合いが増えてくるようです。求
愛ダンスや交尾の前後で鳴き合いの行動が見られれば、こちらの意味といえます。

■威嚇（いかく）、けんか
　タンチョウは、他のタンチョウや生き
物に対して、威嚇したり、おどしたり、
自分の強さを誇示したりします。また、
ときにはけんかをしたり、激しく争った
りもします。こうしたタンチョウの威嚇
やけんかの行動の際に共通しているのは、
頭の赤い部分を大きく広げることです。
これは興奮時に見られる特徴です。威嚇
やけんかにはさまざまな方法があり、首
を伸ばしたり背中を反らせたりして身体
を大きく見せているものや、頭を下げて「シャーッ」息を吐くような声を出して
追いはらいをします。なかには座り込んで威嚇するものもいます。けんかは２羽
のタンチョウがお互いに飛び上がりながら蹴りあったりします。
　威嚇されて逃げたり、負けを認めて引き下がるタンチョウは、頭の赤い部分が
小さくなり、首をすくめて立ち去ります。

＜ネイチャーセンターからのお知らせ＞
　10 月 1日より、ネイチャーセンターが開館しました。給餌場には 10 月中旬ご
ろからタンチョウが集まってきます。どうぞ皆さんお誘い合わせの上、お越しく
ださい。薪ストーブで暖かくしてお待ちしています。
　休館日は毎週火・水曜日（祝日を除く）及び 12 月 26 日から 30 日までです。

タンチョウの鳴き合い
（左：オス　右：メス）

タンチョウのけんか



■人口
総数 2,571 人
（前月比 ＋ 6人）
昨年同期は 2,584 人で、対前年
比較は－ 13 人です。

男 1,276 人（前月比＋ 1人）
女 1,295 人（前月比＋ 5人）

■世帯数
 1,027 戸（前月比± 0戸）

９月末
住民登録人口

　10 月に入り、北海道各地では新型インフルエン
ザが猛威をふるい、臨時休校や学級閉鎖が相次い
でおり、またニュースでも、医療機関に列をなす
人たちの姿が映し出され、今後の成り行きが大変
心配されます。
　また、朝夕にマイナス気温を記録するようにな
り、日がとても短くなってきましたので、朝夕の
路面が凍結する時間や暗くなる夕方の車の運転に
は十分お気を付けください。
　刻一刻と冬の気配が近づいています。
　今年も残り２ヶ月、冬支度が急がれる今日この
頃です。（Ｋ）

※「赤丸」は、平成21年10月6日に新たに加盟した町村です。

❶ 北海道　美瑛町［事務局］

❷ 北海道　赤井川村

❸ 山形県　大蔵村

❹ 岐阜県　白川村

❺ 長野県　大鹿村

❻ 徳島県　上勝町

❼ 熊本県　南小国町

❽ 宮崎県　高原町

❾ 長野県　木曽町開田高原

10 北海道　標津町

11 岐阜県下呂市　馬瀬

12 北海道　鶴居村

13 北海道　京極町

14 山形県　飯豊町

15 長野県　中川村

16 長野県　南木曽町

17 京都府　伊根町

18 高知県　馬路村

19 秋田県　小坂町

20 秋田県　東成瀬村

21 群馬県　昭和村

22 群馬県中之条町　伊参

23 山梨県　早川町

24 長野県　小川村

25 長野県　池田町

26 奈良県　曽爾村

27 島根県　海士町

28 岡山県　新庄村

29 愛媛県　上島町

30 福岡県　星野村

31 長崎県　小値賀町

32 宮崎県　綾町

33 鹿児島県　喜界町

「日本で最も美しい村」
連合加盟町村を
ご紹介します！
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⑭山形県 飯豊町（いいでまち）

山形県の南部に位置する飯豊町は、飯豊連峰か
ら流れ出る清流、白川がもたらした肥沃な扇状地
にあり、そこに形成された田園散居集落は美しい
景観で知られています。
また、東北地方でも有数の豪雪地帯であること
から、雪国の暮らしが根付く民家や草木塔がある
里山文化が魅力的で、炭酸ガスで吹き出す温泉「湯
ノ沢間欠泉湯の華」などの秘湯もあります。
お問合せ先 飯豊町役場 (TEL 0238-72-2111)
〒999-0696 山形県西置賜郡飯豊町大字椿2888番地 

http://www.town.iide.yamagata.jp/


